
,Ull< 悠‘虫歯{そのー)繍 i.U:鍵濠による鋤磁

であるからこれを e につき -tから+士猛蹄す

れIf

pp;[(J戸ー(Hth;;:{6}
&なる.岡田に，職方向に Bをける分力 P. I土

.. ., r 正寸) dzt)
巾ら -LF27ZFFZjv

+tnn-I 片手六， "l・ (7)

: 8千
」一一三一一」
\員.皇 5

5 、ち~一量 -7i

亡了言2出雲
+:tY ミ富島
日正式言L一手

,.,
P..i.j

a

u
u
"
は"
u
ω

吋
刊
日
刊
叫

• 国 g

.>3

Z 輸に践し CI 主 g 紬とお!似である.

z・e の相励会lliJ包 ·111 に直角の事国によって卸値商せ

られたときの九 zeh-e ， t・ 2 と置けはがテシシ

ヤルの宅事惜カに細管するが.-.を 2， 3， "の渇合

について家むれば'"の釦〈でその分布は..に示

す.

後 3

I.S 2 3 "

I 修 n 0.296 0.125 0回1 0.0156

I lli鯛俊樹 1.78 0.-445 0，田 4 0=

E s, u
子守ー“ - 6.0 3.56 2.52 2.2 ア
集剛

これを F←裕度の集担裳擁 ('Il ，~剖調}

の絹合とIt聾すれば前袋 a に帝す飢〈で

この悶宥の比はlU ll まm. 圃民総で示す

ζれでJJ.ると義男よりの ..・がある磁!If

Jft tt汁るとその 2拍"に逗よる.

l 札上徳駅袋藁のポテシシキル舗に腿し

話相舟耐を行ったがこの圏JIlに闘して

はflJllll子する鷲定である.本初究の剖テ

ンシヤル解析主主にIII別こ闘しては京大官

四回工息努力穆数議犬弁銀Jl!歓担友鈎川舗

寧君主にr叫断であるがζ 九に続心皐謝申

上げる次郎である.

,

包"4

~

zeA'a

,
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Burncut の研究(第 1 報)

三井静岡錆山における賓敏

{昭和お年 10 11 10 日受現)

費厳研買曾小林明去・山本動徳

cn 本海.'"質舎). c東京大 a・節ーヱ僚傷)

鋼製

.. lE方形の‘隅..令心之の 5 ・5時に'"銭孔i: 9!>. rp 心孔のみに鍵鏡 Lたもの c. 隅孔低鏡花 sζ の概.."

&名 4げる)について a 飽の修停を一定 HI 廃棄 ..μ"'';'' 1: .J 院にずれ"'ニ ζに幽来る潤キ孔の漂， (にそれ&

..8 1t係量‘。 '0 I・.，-ゐ (G ， b;if!愛)

2 俊繋孔&捜孔， c慰問...とすれば，渦ヰ孔が聞かれる既定で箆孔がつぶ Sれるた診にに p_t'+dr・

(e, d: 常It) なるとと.妥ずる.従て ζ の使秦II: L，もヨ. .に錆し Ln_e'+d'..:(e', d':I'll:) で興えら

れる.



'" ヱ."'.‘曾Ii .104 密集 3 ・

3 正方夏季の 4 隔に夜費臨し. ...失孔...孔&した‘の{これ ~A. t.呼ぷ)" I 孔箆襲量i: L.¥!すればおおむね

3L ，・‘ L ‘ の関係がある.

<t. A&t.c. tl4 輔の作則三: p}'mmid 四t '1" \'-cu t など !!>~:'1':»t. 、，狩賓がれ、 u・ 9鎗"'"包められな

かった.

~ 孔関崎 .uS 誕で UA 唱孟.‘検«るぺきであらう L. !JILt仲舗について‘伺 S震の夢"を寝沓 L食語、

何れ‘・的・ e・ I: 雪氏 K明らかにし得なか。'.

"失
繍n， l. .J聖磁の方針勿よぴ齢安. 2 ・a仰の測定鉱， 3..c，. tt ゑ心伎役の測定.;. rttt 実及中 tl 後の濁定，

5.] 健厳鰍呆の""ぉ，むすび

緒官

悶木績築協曾と岡本窟祭火費量曾とは探織妓衡と火当直

銭衡とを融合せしめ，揖磁の成集をあげよ令と、・う昆

的のもとに，本年 2 月研究曾を組闘して「量破町究愈」

“ ElI: plo 創刊. &回錨 ting Rc 鍵llrch Committee"

と命名 L. t.占そして毎月 1 回曾合して商売をつづける

ζ 之とL.t.且:， tl'J 1 に採りあげたのが rD Ilrtl.四 t の

商究 j であ ι 本報告はその!Il l 匝置磁の鰻畠盆に"

JI!である.

三弁鉱山"関厳重 E耐の絡 mの野.により 811 18 目

Eぴ2J自の剛宵，績間続下 5)1 の釜穐 h<d白出'1:'健

治櫓で合計2J聞の積債を行うことを絢た .ζ こに岡

鉱衆院に劃 Lて縫き窓還を鯵げる. I史跡こ 8加した畳

血珂保元夫{特摩質問，日発破{三褒厳策)，材開

炎{竃来火!II・ J，返-治(三弁鼠山)， ~，鐙径三{同

前)， rp.G;tia(Ill 外観策、南あ平i!l(日本山鹿)，西

陣古傷[古洞厳第九東主夫(Ill寮ll! fl').III瀬定治{短

化成I. 釜綱初{日本農軍J，山家信文{園東電工J，山

川盟組f岡本油開J，山本瀦鎗<Jv.»;大IllI であった。

t電磁役割抽にて河合後師長，永植民組自由院長，村1t-係長

外傷懲罰氏の列臓の下に結集をflaし，なお各聾ぬの

隙'守したところを 911 13 日，同羽田民ぴ 10 JH

日の 3 1l!にわたって合 2慢した.

しかしょの組おきド地はきわめてしわ〈霊追放の利きの

思い買のものであるから， 111薪究fl'の主査初の質 III とし

ては割合・初の勝ちすぎたきら、.があり. ltJられた鯖治

的事覗も益だ少 ι これが翠剥ま時期尚早の感合司、、

かかる貧獄ではある治ら大方の壁"と倣示を仰ぐには

IB も-\1' .ζ とが1iIまし、と、う軍民の鍵置に主り，

各墨ぬの厳封事項の大也を筆岩らがりとまとめた.世

て本報告の内容はま色まりがなし器削tillみて怪偲

たるを鋳じ?切ないものである会ら事情を陳べて大坊の

肱忽を符4、

1 賓聴の方針および計量

, ., 園 z に品、て叫ん c, d , C なるも>Ii:孔のほ

かに"" S , ')', a なる呼'1宣孔を畑、，まワ.~法案を躍 il

してその鈴!l!をしらぺ，後中銭をかけて全世の讃蝿を

織附するニ >1こしたお従て 1 聞の慣験には合計 9孔を

III惜しずら

!ilbn

I.~.)
j:--~一寸 ー

-Lt一一-r.

L
E

ー

3

3

2

酒

{ -

薗

ト 2 ・1・ιH{. a とそれそマ，..ー唱の毛孔との由日程

v が可 E釣に一倍きするように量野 l l.. r t してi主"

2J lt 2S聞の 3置を遣んなお~孔の深さ IIま-lJ

lこ前副，m >する.

1ｷ3 *t交孔の粋舗は大的 70cm 角(，.勾内

毎初 em) とする.

I.4 .()唱のSillこついてゆ剖L« を釜孔とし，

b_. の什Lに掛a略するものを刷ζA盟， /;-11 を盆&

し“のみに監援するものをB盟. 3｣.c, r，の 2孔に鈴

覇権し a， h, d を答孔としてE署したのを Nt塑色呼ぶこ

とにした.

1·5 袋礎には主として続編ダイナマイト (32mm，

112.5g 繭包}をJIIい， 8'!lとして伺< 32mm, 112.5

g の緒扇 1J - Y""，荻筏ダイナマイトおよび特鋼，

イナマイトを使つfゐ

1·6 歯震な袋建盆を求めるζ t.~;:阿国の!Il l の

目的でるる.よって最寄田五 t の;lおよび告の袋彊Ii!

をとって像到しよヲと考え. !Il'値圏'IlでIt !II包"

本{組〈込めると的 2曲，m) 及び 21 本{白 140cm)

を朗、、第2凶賢岳ではζれをGJELt.ょ。

1·7 底火t主婦火Iiによる. !ll'固のA型でlが蒜揖

鑓による売霞を行つf:.fJ:， 第2 固には曹置の毘習をも

院みて効果を民盟し?こe



小体 山本 Burn 四t の腎~(Ji l 綿}三弁..'"鏑山にお'ずる貸II '"

(ii) 'l1喧後 lま世間から岩田治噛ざかるから，

中聞に金舗をおき却問からの距離河を定札

金血上の各強から岩国えの鹿沼 λ を測る。なお

各抗晶 t を測り直し，判究鍵易躍を込めず 4軒"'菱

I.8 濁定間安事司

(i)鰻磁的圃， Iニぉ、て '"II r室田 町内， -10

::，p!，/，:，""内の伺， α- ，及 u_. 各孔の

穿孔長 I.. ら I 1<>I", Is , 1,1, I~ ， la の管制ョ'"

に議準菌を作りこれより各孔ロまでの僅盟」

拠調樹立しロより Q.~l礎までの視さゆをはかる。

(図 2)

2

ｭV一寸-I'イージー吋

22.8em!分

3

1 0"/歯問団l度

調

-L54吋トァー1-→

戸十J当日→ぷ

iig ぜ

和もはかる.

,L

つa・I'た割t郵貯 V-2-(HAFt-+O'

(iii) 中世後も (ii) Iこl\'lじて膏挺する.

1ｷ9 なお賓磁の既定保件は'"のとおりでおる。

制所お洞抗下 5M 治mI f~，夜空地

盤治領 M-7L !き担~ 4.Skg/cm:

たがね捜索鋼[東京l!IlJI縄問 n1 jackbit を併

用)

狸“ mm

，ィt

闘

半I<-S,

ii

2 燭磁前の剖 E 値

,-,1 ・-8ト-，H ,ト-5,......,-,1-2,-,•番敏

第 1 回食織の分 (8 月沼田)

I3史

2 ・ 1

" "・ " " " 20 20 24 :IS 27

" " " " " 22 2> 26 " :IS
'"孔問問

" " '6 " " 2> '" :IS :IS 24

" '6 " " '"
京》 19 24 :IS :IS

心倹 貌の 岡と 崎巾 " 33 32 '" 32 '" 36 " '" "
匂 2s 27 2s 29 32 32 3凶

" 32

p, 56 58 55 57 62 66 67 66 64

中伎の枠餅
内 55 66 65 68 68 68 '6 80 76

p, 55 56 " 56 6' 66 68 68 66

P胃 72 67 66 68 72 76 75 78 7ヲ

I. "8 ""
,., "6 202 202 "'3 19' 19'

ら '" '95 203 '" "" 197 :79 193 196

'. 19' 2国 2曲 '"
認沼 197 2田 198 '"I, ""

2白 ,.. 2世 203 1世 "'" "'" '96
努孔の深さ I, "'" "'" 19' '86 2>2 認xl 198 192 "'"I. '96 '" '98 206 2。も 勾3 197 "" '"I.• 2>6 '29 203 202 '96 19' 205 209 I担

I, 202 "ゆ '99 >78 203 "5 202 '" 205

"
割xl 206 '99 '99 2田 '" 202 195 2但

"
。 。 。 。 。 。 。 。 。

b +1 - 2 +" - 5 +, - 5 - 3 3

e + , +' + " ーー. 2 +' 7 + 3 4

浩司阪のぬ閏 d + 2 s + 5 5 +' - , + , +2



1>6 ヱ鎮火損傷曾U: tfi10~署第 31.

らを即して) I: + , +' +" -, , + , + 7 。 + 7

ほ+ 聞は-/I Q; +" + , +" -, +3 +" -I> +00 -.
R + , -t7 +ぉ -, -, - 6 -I>

てV + 3 + 6 ー十 05 。 -" +6 +, + ・も +.ー

e + 3 + 3 十2均 →・ 9 -, +00 +, 一 05 + 3

-調定It低の車位はすべて em， 2.2-4.2 ‘同じ.

2ｷ2 m2 1!11W eの分(， 月 初日)

賞臨書鍵 1'-' ト2 2-3 2"• 2-5 ~ 2-7 ~ 2-9 ト10 2-11

IS.S " " "" 20 担 " "" 27

心依間隔 "
05 " " " " " 22 " 25 25 27

" os i.¥.5 os " 20 " 2噌 20 26 24 25

γ4 15.5 13.5 05 "" " 20 " 25 23 28

,r;-伐と中後間 忌S 36 43 34 40 43 38 37 45 39 '"25 34 33 '" 33 30 32 32 3s 37 33

ρz ... $毛 56 '"
....as 60 '" 66 70

'"銀特錨
Pヨ as 66 67 72 72 ア3 ,. 72 70 72 75

"
55 ... .. 68 ..63 62 ..68 ... 63

内 ..67 67 75 72 72 78 73 73 70 75

I. '" 2田 1国 "例。 206 "0 泊3 '94 お‘ '96 226

I. 2(H '" '99 205 209 お8 206 2曲 笈~ 3国 お4

t '83 2(H

'" '" '" 205 ", 200 ."2出 2(H

I, '96 '" 20' "0 '06 ", '94 "6 228 1例3 "6
!I'孔の ill , I. 207 2田 '96 ", 207 208 2曲 206 お6 "0 "7

I. 200 "毛 '" 2勾 203 202 '9S 20. 207 '''' お3

I, 2(H '" "0 22' '06 203 '" '" おS 国l 2潟

I. ヨぉ '95 20' 20' '9S '" '98 '" "7 200 06'
I, "" 2田 ". 208 ま調。 '05 2田 202 203 206 2司

n 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

b 。 + , - 3 -.- 3 -, + , +' - 3 + , '0
e + 2 。 -, 。 。 - 2 +' - 3 + , - 2

必箇の凸阿 d - 3 + , 。 -, - 2 + 3 -.+' + 7 8 +'

C 叫恥して)
e + 3 + ' 。 - 4 -, -, .・- , + 4 + 6 +3 - 6

、，a 聞はー a + , + , 。 - 3 •. , +" -"+' + 6 + , + ,
β + • -.-"- 2 +' + 3 ー十 1 + 3 -, +05 + 3
γ - 4 +6 -, -'0 -, + , + , +" +06 十 5 - 3

s •. 7 + , ーげ -, 。 + 3 +. + • +' +14 -'0

3 心銀亙心強種の到定

3 ・ 1 第 1 同質!IIの分

貨店 a 司書健

ま実恕 弐

礎舗剣

r:1

A 8 ~ # # A B # A。c·

¥-1 1-2 ト-4 1-0¥ 1-5 1-6 1-7 1-8 1-9

g聖 新樹 # # # # # # # #

も

れ


4

一

-

M
m
ｭ

4

ｭ

‘
12

-、命



製総量(本)

小体山本 Bum cut の降究 (iii ，報)三井静凶織山におげる貧聡 ,"

a

" " "d

" " "e

" " "
ヲ嘗 ，普

r

法 ，符齢 9に 1J

心 金支 店主 尉

a

'" " " '" 63 72 1<)6 ..97

b '09 '8 " " " 63 "
... 9s

c 97 29 3 " " 65 8s " '06
.必..の凸凹 d

" " 7 " " 62 '0' " 9s

(心ロ酬を纂準の a& 孔ナ)ノ
e '" 33 " 6 " 73 " ... '"
a 32 29 3 " 33 " 59 3s n
β 72 "

y 6 26 28 26 78 8<

- ζ の鋼会崎告aすz字一
てy 56 " 5 8 27 " 9s 2' 8s

民1畿を 。 8 " 29 " " 喝 1

" 23 争1 57

ら 。 ''0 '8' '" ," 37 l国

'" 28

,. 99 '0 78 8' " '" 93 1ω '03
1白 " 93 82 73 ,,' " 70 89 、

,,, ", " '08 50 38 113 - 98 '55 76

残 孔 長 88 " '" 89 52 97 '" " 9s

'" '" '" ""
lSI' '" "8 "0 '"

',' 80 "噌 2田 2回 '" '66 '" '" '0'
(,

'" '" 20' '" '" '" "7 '67 '"
(. '" 'M 'M 203 "7 '" '" ," 。9

、

3ｷ2 1$ 2 由貿除の分

2製品象番混

じ後製式

製凝極矧

&

2-2 2-3 ,-, 2-' ト-0 '-7 ,-, 2-9 2ー 10 2-11

N H " A , , , B N H φ

J1'i桐山町 萩 新機 "'-~:I ~ 萩 新樹 , , 特例 ，ー咽ヲト

20 " 28 28 "
" " ""20 " " " " "
" " " "20 " " " " "

，箸 ，警 a(b,dp) , , 段 (c，e)
",

‘3

按綴盆{本) I•
d

e

法
一
続

方
一
e
a

太
一
役

動
一
心

“ '0 53 田 (114) (岨) .7 62 B3 " 27

b 26 85 7

a 50 " 50¥ (1l6) (日} 73 (53) (58) " 9

..r:f 箇の内閲 d 4。 "
.,

" 28

(ば口.巷前の司院作と孔す )
e 63 (52) 78 {I 目) {ω) [曲) (15) (74) (10) 23

a 。 ., (,,) "0 " 37 26 6

β 7
(32)

"f却) " 56 28 "
(.)

> " (24)
担

(田) (55) " "
.,

(10) "8 2s " 50 27 7s s



'" ヱ界大菊包含館館 "I き錦 3 娘

ふ 。 '83 。 。 。 。

"泌
。

'" 1“3
(. 65 "" 8 回 ," "'30 "Xl

。

(. '37 '" 98 '"
。

'"
。 '00

(, 34 '0 '30 so "a '25 。 2' 。 。

II 干L 長 I (. '" '22 " 7 不銭 9 <2a 。 却

4・ '" '"
1冊 '65 '" 93 ';13 "0 "" "0 "廻

(, 40 190 '65 "泡 192 "副 8 ,,. 1国 '65 "a 1 争喝

E国 "調。 1国 3勾 '" ';13 "沼 '" ''''白 "0 "a
(" 49 195 '" '" 92 125 '"

t同 '30 '" "5

.との慣の'>1院字一肥..を略す。

()内厳司ド隆雄定信， . .β の行周等に配したものほ嗣者中間での依&宏、す。

4 中按及中控韓の劃定

1-1 1-2 1-3 I• 1-5 I• 1-7 1-6 1-9

4ｷ1 第 1 田健訟の分

策協番験

後積信組鮫 新綱 • , , • , • , •

,,,•,•9,aβγsm"a協

α , 13 9 13 " " " " "
袋鶏量(本)

β 9 13 9 " " " " " 13, 9 13 9 '3 " 13 " " "s 9 " 9 '3 13 " " " 13

If' U: .rtl続

自 33 7B '0' 13' <2a "a
b 70 " '33 16'
c 34 76 '" <2a '38 IN

d

" ao '"
,;13

"拾 "a
-必?耐の凸聞 e 89 '0 63 '00 '" '"a 65 '" 30 "5 '" ," '" '"

β

'" " " 97 63 83 iお

, 6' ll7 " "2 79 ,ea ,,. <2a '"8 " 65 69 96 '0 12' 1明 '" '"
(. 65 " "

。 6 。

36 27 " "(. 7l 49 "
。 .. 40

(., as ,a
'" '0 "

。

E建 孔 3芸 " 89 32 16 。

(. " as '" .. " '0 " "、 (, 。 ,'" 140 93 '" 以3 79

《マ 53 '0 89 60 38 67 ｫ 75 "(. 。 I:: 沼 'ｫ 59 " 66 57 76 ｫ

, c の欄の，>1愛学一犯援を絡す。



、
小体山本 Burn cut の研究(節 2 報)三弁"関側山におげるlI:la '"

4·2 館 2国間後の分

4・•

9 符銅 ~_.:t.

•

2-9 2-10 2-11

4・

4・

会4

4・4・厩 r;; 帥同.， .帥 ,

害援 I 2-1 2-2 2-3 2-4 2-S ‘2-6 2-7

a 鍋|酬円引萩細川円張新倒

J<.

l'r臨

製!I!

II

a

" " " 13 13 13 13 13 " 13 13

後策定{本}
β 5 " " 13' 13 13 13 13 '5 '3 '3
γ

" '5 " '3 '3 '3 '3 '3 " 13 '3
a s " '5 5 '3 13 '3 '3 " '3 '3

中lR lit .を

" 123 69 74 (120) (1.17) (107) (138) 133 (I 匁) " 90
ゐ 説3 65

e (120) (25) 同 (116) (147) {日.) (135) (124) (!32) 39 63

d 65 '0'
'J 守闘の凸門 e れ却) (I剖) (72) (120) (120) (I07) (135) (101) '''' "e ,<6 50 69 137 '67 '18 "5 '" <6 ez

, s <7 66 '" 気3 '38 '26 " 38

γ

(I07)
制3 66 "" '27 '25 '" l~ (130)

63 '07
8 49 37 9s "0 '32 .. 57 65
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5 置胎結果の考察

5ｷI凪男l~吻Eの緯.'1'

従来符われた神岡Z在地での Burn cut官III から突の

務柄が承臼され τ、、る.すなわち心誼で!l" Ll:lの酌 50

"の認さまでおき(i)，;l(で 'I唱により的 70:: "'!.でが

銚かれると(j)，後

の織では B田μ の

羽庇'tできま u 、に

取れる申 t\.·;o

今聞の貸‘舎では

中被までに止めた

が，中置では干凶 E

'tですっぱり.貌

けるような気持の 闘 4
よい成.(tj lt- つもl!lられず，何かしら物足らぬ認もあ

つfゐしかしょ撞の鍵険的席食を韮として結果を珂注

することにした.

また E開Ll還の笈均 om は釜 ffi訓こはやや長きに過ぎた

感もちるが，この酷には飽れぬことにする。

5 ・ 2 心按型式

釜地における￡甜蹴としては A 事{若はA'型}

が好まい崎掠を興えた.すなわち.~哩で初 74 鶴自を

ぬけたのは A現およびA'型には多段あったが (1-1

2ーも， 1--9, 2-1, 2-4, 2-5, 2-6, 2 タ.>→).

B裂では 1-7， 1-8:aぴト8 に過ぎなかっむし

かしζの曾IIIでは心銭と中銀色の臨係も支耳切であった

と云えぬし，また"'控そして挽の後でな〈ては国の判

定は下されぬ.ただ・l'総量mの滋百にかかわらず，也、

彼としてはA型又はA'型を朱嘩と認めたとL 、うに止

のる.

なお間t震の畑仕同もあらうしa 担問問
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繍吋・贋過ぎたためもあらうが，程よ〈調<H l治相か

ずに聾された岩石の政車旅況から箇々の食傍治常事られ

たことは，苗礎償設としては成功であった k も見られ

る.

5ｷ3 B思剖食より徳られた面見

(i) 中央の心律援孔の鑓設によりまわりの 8夜Jが

い制こつぶされたかを睦毒害すると圃 5に骨すような結

架に要約された.

12白

害警¥

干\

¥
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"
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m
u
ω

九
ミ5
・
い
や

μ 線灘長

"観孔のづ
ぷされた

長室m

'" .!J 10 Jf
r 作用'

国 5

この歯協を艦すと 35 ，m で薗絡を 120% で切る.

このこ U詞印羽田 F 念~ Scm ほどに小さ〈なると袋

屡Eの 120': 位も袋引がつ Jさオ..， 3t. が 35= に

もなると容孔をつ Jす厳湯担当まとんどあらわれぬこ主

を重雄ずる.

(i リ鑑嘩孔のIt初の浸孔丑争と 'L-!t ll に出家た潤

ヰ孔の百尽き 5・~l-fo との r~1 こ It ，園 6' 二且るような

国簡岨鴎蜘:あり』国土から Hem) ・ 1錨-1.57 宇

治ヰ耳られた.築費医長 μ は穿孔畏 t 之島， lflψ との盟

であるから (1' =1- り， ψ に E一戸I'l lま Z氾ー μ を入

れると e・1. 57μ-ISO となる。なおこの閣 'Hl の田

角は平均し τ的 I削@であった。

",
帰，.

S/10

frll(J10
F下 l

'" II

JO 40 lo 10 100

ヂ“~)

慣 6

(iii) 今 e・ 1伍-1.57 1it式の ψ に団々の偵を λれ

て S を求め，主 μ帽1-ψ を計算し，且掴 Sの結集か

ら， IJI 醐留の町 ωこより謎察長 μ にfi ll!して釜孔

のつぶされる平均の長さ，を求めると次のよ号にな

る.

手
。

'"
.., 60 60 '00

e '6S >:,. ")2 ?l 毛。 8

，凶 2国 1曲 '60 ,.., 3由 '00

21' 19''" 1日 '28 '07

d '"
18. '6' '50 ""'" "2s '" I却 'IS '0' 86 72

Ii! ，、 • = ，、 ロ イ

これを闘示して眉 7 を純弘孔ロから S に~rるイ

", ~ の11\から 2刷。に関、・た潤斗側憾の方向を

示す直線砕を p と名づけてお<. さて{イ )1陸軍が算

手Lの牛分凶ち 1田，m しかないk踊斗ばlまとんど開か

ず，盆孔のつぶされる施聞もこの溜ヰ.，lには誼に温い

向舗に止まる.この旋盤IllIま世小で"る.レ)鍵盤を

1ω ，m つめると v が IS聞の軒1I叩斗乳で聞か

れた街までつ」され，調斗の2壊さは 71cm すなわち

穿抗長の"声%となるからこの裳彊は越宮であらう.

(.)鍵藁が 1岨，m 入ると r :b~ 25αn の塞孔が 'IS

ロn だけ，すなわちほほ調斗で匝かれる厨まて'つぶさ

;..，漏<Hlの置さは 1(，2cm で!lq目玉の牛iまになる.

これも袋績の活常な倒と且られよう。

臼

1.t. 又
zzF
.J;t~

I~ 7iiZ 駒市 N ，、、 am
i

.r ・ y 二7・

4 渇刷ι，..餓，; p)

J記1 ・!i''!O色村，t. ，‘。 ...·¥.t"-l 0" ・刊急，唱筒ザ a、
おれも創・宮崎・ τ札.、 V 伺恥'"‘"

国 7

しかるに( 0) について P が IScm 3l.は却， m の

盗孔はそれぞれ 171 C酒， 150cm もつふされる ζ 主に

なるから，これは都揮と見るべきであらう。この掛

合にも r・2sではほぼま霊穏となり 35= になると

盆乳は圭〈つ」れね(図 sJ >考ふられるから，甑 7

上の臨!l!を酎 Sの幽Iiにならって晶ぶ主回 8に示すよ

うに -1 詳の幽縫がえられる.これを k と呼んでお<.

(iv) 術〈して圃 2 の圏斗乳の E緩虜 p 主国 8の飴

Ii瀞， >を同一回上に翁き野車する p と止との受

畠を京めると獲畏とこれによって踊斗剖 hでつぶし1G

る釜孔えの医援の阻Q'.il :m られる{圃'の磁線}。

孔ロまでー同掛村 U明朝1Iま盟さ 2伍固まで

聞き.谷孔えの程調 Eが 32 固ならば溜斗乳となる部

分までつぶされる.しかし重丑が， "'om では盆孔え
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つt'-o

これは鋼 9の磁鰻 (.....+.....J を積鮪 μ< 1Il1l)，

寂・ I ，の室館に臨した‘のである.

5ｷ4 U軍司 L喧.1 止と，との園保

岡山によって夜賓毘 μ が， >:>em 以下岬泉五

""'em の‘合)であると釜孔えの庖揺がいかに抵〈

とも甜 4引hのそれをつ Jすようにほ脅かぬことか知

~h る..(，寸主である a・らは掴桐'"覗〈ぎりぎりのと

ころさでは冬孔をつ Jすように働かねばなら''>' '

"聞のときは後媛3世 '>:>em の外にな7.. I•"
em~(してやると澗 40JlPlまで盗孔をつぶし叫る.

ζの後の由加襲来を似に誼放 {ZJいきき)ヨ E長とでも
名づけ， 120crn の分を部本獲畏とでも呼 iまう.ずる

色孔長友幻 em のIl聾 t 控の縦書店長 μ はお木 a店長

(l20C l1l)川と姐鰍書簡 f~ 円との利で拠えられる.役

者を 11 <0から解骨同と大遺書内 _tr~ ， e・0 蹴( I':.

, ，ま巴m l'ilfil)Iニなる . I

依て μ(cm)同 120+0.07 ,:

‘
小綜 山本 Burn 白t の研究{修 1 隷) =::1字網岡剣山にお"る貧a
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これは貧!aWlを別由から腹話した結集にも符合す

る.

......'"
-旭町

制ト E

お

初
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久
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"A
f'iC)

4"岡'

本官置では夜型 41 m:nにS荷風ダイナ

・ 4 トを不足.J 1.3 の袋業比重で込めたと

すると IOem 官りの!I'd量iば~ I田区に

止る.よってここに安全君"を怠酷して殖

鍾蝉係を求のると， I軒uミ2:Xlcm の"

艶日食供擁 c， ，ま

Lu(kg)-2 .3+0 間同 (r: em)

官隠間四として目前で F を 25ern にも k ることは

揮理があり， 2J cm か最大観と見畳けられ?、. j静岡で

15-18αn を星川せられて、るから v・"とお〈と

c，・ 2.3+0 は)2X'初回 2.95 kg c.なる.

5 ・ 5 Um, A 理匝び A/~町.~崎議盆

Bll'I.A喫及び N 型での.{，-!主による岩石の ζわれ

かたを m~ すると厳 III では圃"の上のような形にな

っている.これを略抵抗に後何感的な筏積で代議させ

ても本買的に E慢ではあるま、、鋳型の扇面積はそれぞ

れ叫 3r~. 2 r:である.そして。 t喧度量はこの町国

酷二段却して拠えれば"であらうから Ln:L.\:L ，'

・ 1:3:2 と見徹される，すなわち包型では C，・ 2.'

+0.α l2掃を偲たから，叶 t式A盟及び "I 式A' l慢

の.(，唖夜康盆 L. ，及び LA' Iま， L，・ 4 L.\ , L ,,_L,,'

から興えられる.

貧陰書捜 2苧....，まBIIR'伎としてやや具好の成畢を

'""

A
('~J

"y(,,,.,
闘 9

後証しても鴻.<H Iとなる部分の祭礼をつぶすことがで

きぬ。

盗事Lは在日まで辛金につJれる必揮はないが，せ謝 b

て溜斗守tに開いた街俗図まではつふされている ζ とが

mまし、、この闘係を明らかにするために掴 '0 を作

m
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箇 II

III えた闘である. '・ "'om に罰して新制2ll本の鍵

習慣を周、"釣 35% を団'H Lとしてぬいた.. 28*は

112.5g誕初回'， I田 g，式 pからは L，四 2.3+0 岨2'

・3.1 kg カ~~らす Lる.

A盟の ....20cm でよ〈利、白た倒は 2-1， 2-7 な

どに見られる。これらは 21 本宛 4 孔に附いたから

21)(4 ・28)( 3，すなわち A現 (H ば)の--'l L従議到底

LAl:.8f 盟の裟獅量との聞の.; L.\ ・"JLn を務足し

ている。

5 ・ 6 ，~~主主中誼との度孔圃係

·l -ft!徒即剖 lに充分よ<f> mする ζ とは必要であ

るが 1J 金曜って中Ii孔を犯す刷許唱合である.<>せ震

の凶に時制 2つぶされると，却損の‘合叫ち

ろんのこと袋 ill 伎でも躍磁の針盤が継される.心担が

B霊の.合には中控孔f<比叡娯掴〈・れるから鋼嘩で

ある...たさきに B畢~>l!: l三*世:lS= .れた凄乳

には作用しなかったと II べfニ.しかし A曹では 'N ，佐 H

覆乳がえてしてゆ担 :~U こ霊祭しがちであ~，た色え験

者がお=以上厳れて、・ても，たとえば" d 隔孔

が協同して e 乳に修理サることになる. A 盟につい

てももとより<>喧が中古孔にわざわいした"はあまり

多〈なかった品情者の安全な臨 .R は前盗の盆孔を

つ」す軍長式に餌似して心担終調座長 μ の函叡で興え

られるであらう.ことにはそれだけの初併をもぬたが

大瞳 R を 45= にとれば無曜と見られた.

ゆ担陛孔 t主治時 Eの大さ，舗の依阻等を轡置の上世定

A 望B~

内

戸

•/Mn
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戸
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誌
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日
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J

S 心生徒
鰻欝盆{中銀

.{心tt 21*R
11'tt 13 本館。

同

時

時a

2

1
J2

せらるへきであるが，今<>唱とだけの厳係を考>l.， 11

上盤の B暗を・ 'I' 証して圃示す寸 Uま橿J2のようになる.

倒れを銀周するかは舗の作鑓によってき "I" ま1: ¥."0

ただし ζの問固につ、ては充分な受例会可 3られなか

った.

5 , J ・乙唱は発登場:れ必・'

ピ.. .噌枠御形などの，~昔l念多〈の絡会に宍霊登

に限るとせられて、る.しかし Um百曲， A 聾b設

ではζれらとやキ鍾をl\にし鱒1J1ま中央釜孔の方向に

拒中されるから， "'3のときは綱同う鎌カが互に子診

し合う ζ とがありはしなL か.この問題の聞阪な解答

I11Uられなかったが，第 2 1ll班胞の(/><の例のよう iニ

"'3がよレと、寸給制ま1mめられなかった.この倹酎

は今後にのζず.

5ｷB ~1lJjr却の眠、子

Il<乳方向:tl:t十車通りであるか否s・a・躍獲の鯖梁に著

し< Mitすることは今直也べるまでもなレが， Durn

'0' では縁に馨し〈現れる.今中心孔 a をill'" とし

てeする.圃"において Oは安否し・ It袋藁孔の

それぞれ扱初の岩面上の依量， ・司の矢は昨季 t方向宅

矢の失当面神控後の旭国土の位鹿を示す.

各-10 では圃 13- E J・

のように.(.，岨，I.t・らみ

ずZれて、た. B漉であ

るから中〈守I.t'これと

同一平血上にな、， III ・

乳によ〈動かなかった

であらうことは否ゐ .

ぬ.各-II も日植の鱒

であった.

εー3 では中誼後に 嗣 2シ-，

<I, e, t , a , II. "T, 1I ">i t瓦がよ< iii>られた.そのも

ち“， e.r ，d' は畳初の位置主鈴りちがわぬ相互捌係百

を保ってレるが ， B, ", II の 3孔lま著し〈方向をかえ

た{銅山-2)0 ,
心誼，UまEし«られていたのによ〈動かなかった

理幽は飽にある.中担方向のわる、例である.

2-<Iま斜揮のよかった例であるが，
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ーきわめて Eし〈怨治されてあった(匝仏

2-4で t世相批脚匹し< .やま震の各孔はむしろ

両方にだきi1>み加滋に〈ら lL t.:.，これは題係省右剖三

うり闘すのに効果があるた bか鎗探はよかった{圃"

3)0

会-5 も同憾の剣である.

こんなことをいうと旭町宮叫 E の務掴邑非恕され

るかもしれぬが ， ，t;せ主および他の-，唱は正し〈平行に

〈払吋噛の 1 木だけをややだかせきみにする ζ 之が

初動ではあるま、、かとの見解も生れて、、る.しかしこ

れは今後の研実にまたねばなら "01' 乳の方向を Eし

〈舗らねばならぬことは Burn 田t にき丸、ても痩り

ないこ色を陪 lil した.

むすび

枯官に撞へたように本報併には未だ結益師事顎にま

で宮 Eすること治:できぬのでここでー揺掛 1 識の娠を

お< 0 (24.10.z::l)

パーンカ i ツト用爆薬

[昭和 24 年 10 n18 日!! llI)

,
吉川英古・日野熊雄・佐藤 col- ー

{日本化!Ill>式合誕厚1句作覇軍腕j

術安

川-;，;~':I ト漫磁誌の特震を婦衰の見組治ら~t~L之に衝したま緩寮隠官官比..で殉織性語、災〈威力。謹宮町

なものであると&を曾じた。多段の氏製ダイナマイト@肉筆礎.~.，;:依，若宮町な‘のをillぴ更に大畿， I'
鍾，山野，悶1Il.三沼，生野等に bきてlI-"公蔚に錯し食治~...行った・ a-=3nUI のダイナマイト fib

H:, CHI が食用上翠官であるこ&が列。1':0 H1I:t j畏便公用， H: 隠普誼@必着JO. CHI 位決説mの倹定

Ja!llである.之・ぽ絡にバーンカット 1;:11..なものである@でバー>.ツトt去の代袋伺たるタ冒ーバーシ

ヨヲトの4隠 Hってタロ 川ーダイナ守イトと4白熔けた. ..I設の賃laiU:1i!盆した.

バーシ.，ト弐査を磁虫lま他の褒磁法に比べて誼々の

潤l\\を宥rる刑堪にー劃唱'"られてゐる隠であっ

て，その朝拾の主なるものは

(, ) 路孔i三角度をつけて置ける必要がな、崎、ら，

a践的こ野品に修孔することが出来る。3>:£l'孔の

ための出世を滋敵前に到し畢直方向にG:lthl!ょ

、崎、ら泊所を以らない。

(2) .~ぜ主の民総石のヲ穂役が少、ーから支柱その他

を磁担しな、.

(3) ー翠髭でー畢に 2 メートルー 3 ，ートルの心

主主を行 L可思るから据蓮華度が 3たとなる. 3>: 1包描 m

位長官りの躍軍，火工品その他の鐘賓が少〈てす

む.

以上の索境があるた'"バー...，.1J.，1-は釜..1t2t'する

固砲にある念、従来の置鼓由こ周、・られてき''.I型車，

火ヱ晶 1がそのま J，. A-;/ ;b ヲトに俊加され τ策た.摺

るに躍藁火工品の主措から考〔るとバ -;，;;b フト法に

は原翠闘に考えて白ら主に適した躍動 kヱ品が温まれ

ねiまならぬのであって，この Eに置百して樋-l;l史を

行ったヵ混在泌にー酷有用な結果を牧めたとl!! .1 まれる

のでそれにつ、〈緑色寸弘

。.

ι

G

ほ.

-I.￡

旦」

亘百事事専

E パーンカットの特質

ζれからIII軒l CCから径孔Co C・詣の錯石を霞

磁するのには銀翼孔 cc 量世にわた 9て均一に眼車が

〆-;，;~.，トの特置のoj>躍磁的 lこlUなIIli I試Z磁さ

るべき結石の抵抗線沿吋、なることで，穿孔援はこの小

盆t鳩射をとは揖聞係に丑、、 ζ とである。他の強磁践で

はこの体孔畏と

型地総由哩濃

な酷係を持つ τ

、る。即ち濁 ， Co

に古をける zが径 c
貌識で鯵孔畏~:

t でこの隠者" c.
集調係である.

文バーシカフト

にBきては抵抗後

z の突きが都圏二定 aきされるが勉の蚕益法 ~f:' 完ヨたな

車中袋彊はあり得な、白から盆銑躍の定華も不猪賓にな

宮I 序
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なければならね*:tI'1Bる。之を鎖中終損にしたのでは

その附抵の趨磁:iI~~か・て他は留り， millr口がね」に

なる.ーフ 'i :t を磁 E析するのには C-C に従来の治石

塑副 II 出礎を}符1Jl!llしたのでは強沿ぎることになり

無恥なる.そこで C-C に例えば醐ー捌ト罷肇

-I 風物&云う風に晶!llしてこの 1J を加減する ζ とが考

えられる 01 拠物を λれたり附開をあけ相支各様包を笠

躍させるために特時の工夫と手聞を穫する，その上こ

の間耳脅か泡官でなければ%闘がね」になったり不躍に

なって漫劉麹治別冊 5たりする.滋 lニ\'l' ~l 品 t を長〈し

てー盟磁に依る抱曲畏を延ばし 1~ るの治バーシカフト

訟のー大利勤であるのに穿 lbF 長〈なる阻上位の方法

では手間主て，とをl<'し←芳震設が不矯績になって来

る。!J!径の制、躍績の使用も考えられるか之も限度が

ある.そニでー稀合規的で便利で機質な方法{土俵比重

で9市民間企が碕貨で威力の遜常な躍!IIを作って之を CC

孔に殆んど会長挺!IIし口許には t ケlI!符を錠摘し苫干

の繍実誌を li ってー申に裂設する方法でおる.県 9躍の比

盟を III 来るだけ小とし向機伎を大にする 4 とは成分，

m畠出こ絞りその n~ ，仕遣し叫るが威力は結石の種苗

に依って艇たねばならぬ左も考えられるからこの整 It.

即1!(f.J盟磁拭腕に依り決定を要ずるわけである。燃し

宵際には前越の如〈抵抗磁 zが従来の忽磁法に比へ小

Z定" 41 稼

後， ..

a ト u グ ヨ昆トロ'" 木傍及び
~el'9~ 恒 9 ンルロズ援 ll>

でib り悠婦は C-C 向にー和二昼佐賀されてゐる醐保よ

悠績の破酎:J JI ま十分であっ τ組むの限度に依り殆んど

監を留めな、、

国 バーンヵー y ト周場事の性能

先に諸ベた見地から多重設のII!獲を拭銀しその怨霊位

飽を務礎減量や計算に伎， fa 酎 Lた鈷易院の 3醤罰の

縫援がメーン怠ヲト m躍績として途常なものと考えら

れた .ζ の内-1IIタ司自《ーグイナ?イト Hoi ま先

に新統ダイナマイト之、寸名初で巾外惣帯保式曾盆誇

姐J縦断且問'忽 S建築徐弐拙山崎無壇盟拡来所 iこE

てl'l1l\ 1有!Qを行い良好な成留を牧めたものである。こ

の成 111 に滋き更に径務合引こ工夫したのがこ鍵タ E ーバ

ーグイナマィ'" H~ である. 3/:'"櫨指定車山の治層調

抽に出 II し?怒るよ号に罰百 Lたのが担磁踊タ 0_ パー

ダイナマイト CH ，で之は惨主官絡，~である。但し質

問に J./J:; 盟E誌の畳火障措のある現場でのが-:/;/1ヲ

ト訟の袋金世は今後の研究開閣で， CHI (ま→寵して用

面に指立された援抗中費際にほ"円盤農のなレ締

罰での泊石繍誕に適してゐるわけである.. CHII ま法定

臼砲同滋で“».メ.>に引火しな、必着ら由来の

iii閣安食殴ー組制ヰ話会 t~.. Vi S時に酷!する穆礎的気

設及び持忽 L 宇都大鎚，三井関川，山野君事に鈴ける費用
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ヨ， 2 爆援他省官(焚測j

Eえ 司隠 名 手海 略後 九je F 殉爆(32mm) 内向臨鉛書聖火鎌 建毘 羽Zm' '''~112.5gl mill Cf:l~ m臨

(1-a タ回ー〆ーグ H , 釣C回 濃密"'。鈴 " 3;0 5,""E イナ V イト

(2) ニ様タ 0_.、ーダ H, 釣 0." • 6 <2 3SO 4 ，5∞
2 イ 繍ナイ マ ィ ト
(3)~グ Mナマタイ固- ト CH , 0.98 6 ¥3.0 260 3,600i新刷 ダイ タ マ ィ ト 1.45 s 19.5 ω。 7 ，0田

多:II均四， .ノト (1.15) (4.S) (-165)

考特織力ーリツト (LIS) • (3) 13.5 但初} (3 ，ω0) ~ V" 内ロほグ飽@電 健
録. - ，ツト 。田} # (2.S) '.7 (272) (2,575)

復 3 爆妥像 11 (It~Jj直}

2定規名場 略 .. 般現時 ν過kg剰盆 ZYvZR. 比v静kg観 総自 k現cal /k実 g在 esar-温度 f米"w東νk力g
(,)一?h四戸 H , +13.5 895 ，，'同 2，7α3 10.1'i.. ナマイ l
(2) ニ狼タ"ー川ー H, + 6.3 ,<7 l , l60 2 ，6叩 10.1
2 決r磁4rナマ イ ト
{3) Ml タロ , CH , +20.6 7<0 870 2,200 6.6

ー イナマイト


